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１ 調査の概要
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◇学習指導の充実や指導方法の改善

◇小学校中学年からの二極化、中１ギャップによる学力の低下に対応

◇これまでの全国学力・学習状況調査結果から、小学校においては、基礎的・基本的な内容はある

程度定着しているものの、活用を問う内容は課題が見られる。また、中学校においては、改善

傾向にあるものの依然として厳しい状況にある。特に、活用を問うＢ問題の記述式の正答率が

低い傾向が見られる。

Ⅰ. 調査の目的

学力調査等の結果から明らかとなった基礎的・基本的な知識・技能の習得やそれらを活

用して課題を解決する力（思考・判断・表現する力等）の育成状況を改善するため、児童

生徒の学力の定着状況を把握し、学習指導の充実や指導方法の改善に生かすとともに、各

学校及び各教育委員会の学力向上検証改善サイクルを確立することを目的とする。

Ⅱ. 調査への参加状況

◇ 参加学校数 ２９９校

小学校 １９２校

中学校 １０５校

義務教育学校（前期課程・後期課程） ２校

◇ 小学校解答児童数

第４学年

国語 ５，１７３人 算数 ５，１７４人

第５学年

国語 ５，３６２人 算数 ５，３６５人 理科 ５，３６９人

◇ 中学校解答生徒数

第１学年

国語 ４，２７５人 社会 ４，２７３人 数学 ４，２７１人

理科 ４，２６７人 外国語（英語） ４，２７０人

第２学年

国語 ４，３７９人 社会 ４，３８２人 数学 ４，３８１人

理科 ４，３８１人 外国語（英語） ４，３８０人

Ⅲ. 調査事項

（１）教科

小学校第４学年…国語・算数

小学校第５学年…国語・算数・理科

中学校第１・２学年…国語・社会・数学・理科・外国語（英語）

※外国語（英語）は、音声を聞いて答える問題も出題

（２）内容

基礎的・基本的な知識・技能及び思考力・判断力・表現力等をみる問題

選択式・短答式・記述式の問題形式

Ⅳ. 調査実施日

平成３０年１月１０日（水）
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Ⅰ 全国学力・学習状況調査結果（平均正答率の経年変化）

小学校 中学校

Ⅱ 高知県学力定着状況調査結果（平成2８年度の平均正答率）

これまでの学力調査結果に見られる本県の学力の状況

現状

○ 算数・数学においては、計算力の向上が見られる。また、説明的文章の要旨を読み取る

読解力や根拠を明らかにして表現する力についても一定の伸びが見られる。

● 獲得した知識や技能を、日常生活の場面に当てはめて課題の解決方法を考えることや、

知識や技能を活用して問題を解決する力、また、論理的に表現する力については、まだ、

課題が残る。

中学校調査小学校調査

第４学年

第５学年

第１学年

第２学年

現状

○ 算数・数学は小・中学校とも過去最高と、改善が進んでいる。

● 国語については小・中学校とも前年を下回り、特に、これまで強みを見せていた小学校

のＡ問題については大きく落とす結果となっている。また、国語、算数・数学とも主に

思考力・判断力・表現力を問うＢ問題に弱さが見られる点についてもまだ十分な改善が

見られていない。



＜第４学年＞

話すこと・聞くこと 書くこと 読むこと
伝統的な言語文化と国語
の特質に関する事項

平成２９年度 36.6 48.1 50.5 68.1
平成２８年度 59.6 43.0 28.8 81.2
平成２７年度 56.7 38.6 44.6 69.1
平成２６年度 62.0 40.9 48.7 75.3
平成２５年度 61.4 28.4 32.2 65.0

数と計算 量と測定 図形 数量関係

平成２９年度 46.7 35.0 45.2 46.6
平成２８年度 64.3 57.3 43.9 62.3
平成２７年度 46.3 58.3 39.2 50.0
平成２６年度 69.7 43.7 44.2 63.4
平成２５年度 65.6 56.3 60.5 51.2

＜第５学年＞

話すこと・聞くこと 書くこと 読むこと
伝統的な言語文化と国語
の特質に関する事項

平成２９年度 72.9 49.7 42.1 77.3
平成２８年度 86.9 33.4 53.5 70.2
平成２７年度 67.2 24.0 40.6 71.2
平成２６年度 39.9 31.9 34.0 63.0
平成２５年度 48.5 34.6 42.7 66.9
平成２４年度 68.8 56.7 38.6 65.9

数と計算 量と測定 図形 数量関係

平成２９年度 61.1 35.5 41.8 63.5
平成２８年度 60.3 43.9 43.5 47.4
平成２７年度 58.0 34.9 40.3 46.0
平成２６年度 56.6 52.8 34.7 42.4
平成２５年度 48.7 52.9 56.4 36.8
平成２４年度 74.8 61.0 87.4 73.3

エネルギー 粒子 生命 地球

平成２９年度 62.8 58.7 66.5 50.4
平成２８年度 48.5 55.7 60.3 58.5
平成２７年度 30.6 55.2 62.4 50.9
平成２６年度 65.2 48.2 68.8 66.3
平成２５年度 78.7 59.0 59.2 51.0

２　教科に関する調査結果

小学校

正答率（領域・内容）

59.4
62.2
60.1
63.5
53.7

正答率（領域・内容）

44.2
60.9
50.9
61.3
58.3

正答率（領域・内容）

65.6
64.5
59.0
51.8
56.2
60.9

正答率（領域・内容）

51.4
54.5
49.6
48.3
45.3
73.2

正答率（領域・内容）

57.1
56.0
51.8
63.0
64.1

高知県平均
正答率（％）

国語

高知県平均
正答率（％）

算数

高知県平均
正答率（％）

国語

高知県平均
正答率（％）

算数

高知県平均
正答率（％）

理科
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＜第１学年＞

話すこと・聞くこと 書くこと 読むこと
伝統的な言語文化と国語
の特質に関する事項

平成２９年度 76.1 46.9 45.0 59.8
平成２８年度 68.1 25.7 43.5 68.1
平成２７年度 54.0 38.7 58.6 61.1
平成２６年度 64.6 44.7 45.3 64.1
平成２５年度 74.6 55.5 46.5 76.1

世界の様々な地域 歴史のとらえ方 古代までの日本 中世の日本

平成２９年度 39.5 17.5 22.5 13.3
平成２８年度 32.5 48.8 37.5 37.9
平成２７年度 41.1 48.9 23.2
平成２６年度 44.0 29.1 49.1
平成２５年度 46.6 36.6 43.9

数と式 図形 関数 資料の活用

平成２９年度 52.5 62.0 52.0
平成２８年度 45.7 59.9 50.8
平成２７年度 50.6 58.8 47.6
平成２６年度 48.8 64.0 46.1
平成２５年度 57.1 54.0 41.6

エネルギー 粒子 生命 地球

平成２９年度 28.6 19.5 36.4
平成２８年度 39.9 39.9 52.1
平成２７年度 26.5 30.3 49.1
平成２６年度 47.6 42.2 46.0
平成２５年度 38.8 41.2 57.0

聞くこと 読むこと 書くこと

平成２９年度 51.6 48.7 33.0
平成２８年度 65.0 61.9 34.5
平成２７年度 80.0 58.1 39.1
平成２６年度 80.8 61.8 52.4
平成２５年度 78.7 63.1 49.1

中学校

正答率（領域・内容）

59.5
56.2
59.0
58.7
66.7

正答率（領域・内容）

32.2
35.9
37.9
42.4
44.8

正答率（領域・内容）

53.8
48.2
50.7
49.3
52.7

正答率（領域・内容）

29.8
46.7
38.8
45.3
49.6

正答率（領域・内容）

45.2
52.0
58.4
64.9
63.2

高知県平均
正答率（％）

国語

高知県平均
正答率（％）

社会

高知県平均
正答率（％）

数学

高知県平均
正答率（％）

理科

高知県平均
正答率（％）

外国語（英語）
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＜第２学年＞

話すこと・聞くこと 書くこと 読むこと
伝統的な言語文化と国語
の特質に関する事項

平成２９年度 58.5 48.3 59.3 59.5
平成２８年度 65.8 29.0 43.4 65.5
平成２７年度 78.8 38.0 57.6 67.8
平成２６年度 79.6 39.4 49.8 60.6
平成２５年度 36.8 22.6 32.5 63.1
平成２４年度 56.8 62.5 49.7 70.4

世界の様々な地域 日本の様々な地域 近世の日本 近代の日本と世界

平成２９年度 46.9 46.2 33.8 32.1
平成２８年度 42.5 51.4 40.4 30.0
平成２７年度 41.6 42.0 32.6 30.5
平成２６年度 45.6 36.0 34.1 24.9
平成２５年度 33.3 35.1 26.2 35.6
平成２４年度 66.7 42.4 39.8

数と式 図形 関数 資料の活用

平成２９年度 47.3 31.1 44.6 48.0
平成２８年度 53.4 52.3 40.5 36.9
平成２７年度 49.9 34.3 47.4 42.8
平成２６年度 51.0 39.9 45.4 31.3
平成２５年度 44.7 61.6 34.7 28.2
平成２４年度 55.6 59.0 37.1 44.2

エネルギー 粒子 生命 地球

平成２９年度 47.4 40.2 50.8 31.2
平成２８年度 49.3 40.6 41.4 37.1
平成２７年度 35.4 36.2 40.5 36.1
平成２６年度 31.0 40.9 41.6 37.7
平成２５年度 24.7 12.9 41.2 34.2
平成２４年度 27.7 45.1 64.7 52.2

聞くこと 読むこと 書くこと

平成２９年度 57.3 53.4 36.7
平成２８年度 68.0 55.2 15.1
平成２７年度 65.9 51.1 21.0
平成２６年度 63.1 58.1 28.8
平成２５年度 73.5 60.4 28.4
平成２４年度 54.5 51.5 38.6

正答率（領域・内容）

59.1
55.2
65.8
59.0
49.6
64.3

正答率（領域・内容）

40.8
42.0
36.7
35.6
31.5
48.1

正答率（領域・内容）

43.6
49.1
45.3
45.1
44.4
48.1

正答率（領域・内容）

41.7
42.2
36.9
38.0
29.1
48.3

正答率（領域・内容）

49.6
43.9
43.2
47.8
52.1
48.8

高知県平均
正答率（％）

国語

高知県平均
正答率（％）

社会

高知県平均
正答率（％）

数学

高知県平均
正答率（％）

理科

高知県平均
正答率（％）

外国語（英語）
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60.0
44.5

59.4
44.2

0

20

40

60

80

100

国語 算数

（％） 東部 高知県

東部教育事務所

小学校第４学年

中部教育事務所

西部教育事務所

66.0
51.6 58.6

65.6
51.4 57.1

0

20

40

60

80

100

国語 算数 理科

（％） 東部 高知県

小学校第５学年

59.5
45.3

59.4
44.2

0

20

40

60

80

100

国語 算数

（％） 中部 高知県

64.9 52.3 59.5

65.6
51.4 57.1

0

20

40

60

80

100

国語 算数 理科

（％） 中部 高知県

65.1
47.1

59.4
44.2

0

20

40

60

80

100

国語 算数

（％） 西部 高知県

67.8
54.7 61.5

65.6
51.4 57.1

0

20

40

60

80

100

国語 算数 理科

（％） 西部 高知県

小学校第４学年 小学校第５学年

小学校第４学年 小学校第５学年
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61.3
34.6

53.6
31.1

45.3

59.5

32.2

53.8

29.8
45.2

0

20

40

60

80

100

国語 社会 数学 理科 外国語

（％） 東部 高知県

東部教育事務所

中部教育事務所

西部教育事務所

中学校第１学年 中学校第２学年

59.8
40.9 46.8 44.1 50.7

59.1

40.8 43.6 41.7
49.6

0

20

40

60

80

100

国語 社会 数学 理科 外国語

（％） 東部 高知県

61.5
35.9

56.3
32.2

46.4

59.5

32.2

53.8

29.8
45.2

0

20

40

60

80

100

国語 社会 数学 理科 外国語

（％） 中部 高知県

中学校第１学年 中学校第２学年

60.6
43.8 47.8 42.2 50.8

59.1

40.8 43.6 41.7
49.6

0

20

40

60

80

100

国語 社会 数学 理科 外国語

（％） 中部 高知県

63.2
35.2

60.1
33.4

50.2

59.5

32.2

53.8

29.8
45.2

0

20

40

60

80

100

国語 社会 数学 理科 外国語

（％） 西部 高知県

中学校第１学年 中学校第２学年

63.7
46.2 48.1 47.5 52.7

59.1

40.8 43.6 41.7
49.6

0

20

40

60

80

100

国語 社会 数学 理科 外国語

（％） 西部 高知県
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小学校第４学年　国語

【分類・区分別の状況】

児童数 平均正答数 平均正答率(%) ０問 0.4 

高知県 5,173 10.1 / 17 59.4 １問 0.3 

２問 1.0 

正答数分布グラフ（横軸：正答数，縦軸：割合） ３問 1.6 

（％） ４問 2.9 

５問 3.7 

６問 6.0 

７問 7.3 

８問 8.8 

９問 9.9 

１０問 10.5 

１１問 11.0 

１２問 10.5 

１３問 9.0 

１４問 6.8 

１５問 5.7 

１６問 3.6 

１７問 1.1 

　％

　％

　％

正答数

（割合(％)）

学習指導要領の領域・内容

評価の観点

問題形式

0

2

4

6

8

10

12

14

16

18

20

0
問

1
問

2
問

3
問

4
問

5
問

6
問

7
問

8
問

9
問

10
問

11
問

12
問

13
問

14
問

15
問

16
問

17
問

36.6 48.1 50.5
68.1

0

20

40

60

80

100

話すこと・聞くこと 書くこと 読むこと

36.6 48.1 50.5
68.1

0

20

40

60

80

100

話す・聞く能力 書く能力 読む能力

54.7
82.3

25.5
0

20

40

60

80

100

選択式 短答式 記述式

伝統的な言語
文化と国語の
特質に関する
　　　事項

言語についての
知識・理解・技能

v

・目的や必要に応じて、文章の要点や細かい点に注意しなが
ら読み、理由を明確にして自分の考えを書くこと
［正答率２３．１％、無解答率２０．５％］

特徴的な問題

　出題の意図
　これまで全国学力・学習状況調査や高知県学力定着状況調
査において課題が見られた、「目的に応じて必要となる情報を
取り出して、複数の条件に沿って記述する」問題を出題した。
また、新学習指導要領で新設された、「情報の扱い方に関する
事項」を関連させたものとした。
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小学校第５学年　国語

【分類・区分別の状況】

児童数 平均正答数 平均正答率(%) ０問 0.1 

高知県 5,362 11.8 / 18 65.6 １問 0.2 

２問 0.4 

正答数分布グラフ（横軸：正答数，縦軸：割合） ３問 0.8 

（％） ４問 1.3 

５問 1.8 

６問 3.0 

７問 4.2 

８問 5.2 

９問 6.4 

１０問 8.7 

１１問 9.8 

１２問 11.3 

１３問 12.2 

１４問 11.7 

１５問 9.5 

１６問 7.6 

１７問 4.4 

１８問 1.3 

　％

　％

　％

正答数

（割合(％)）

学習指導要領の領域・内容

評価の観点

問題形式

0

2

4

6

8

10

12

14

16

18

20

0
問

1
問

2
問

3
問

4
問

5
問

6
問

7
問

8
問

9
問

10
問

11
問

12
問

13
問

14
問

15
問

16
問

17
問

18
問

72.9
49.7 42.1

77.3

0

20

40

60

80

100

話すこと・聞くこと 書くこと 読むこと

72.9
49.7 42.1

77.3

0

20

40

60

80

100

話す・聞く能力 書く能力 読む能力

67.1 74.4

24.4
0

20

40

60

80

100

選択式 短答式 記述式

伝統的な言語
文化と国語の
特質に関する

事項

言語についての
知識・理解・技能

v

　出題の意図
　平成２７年度高知県学力定着状況調査において課題が
見られた、「目的に応じて文章や資料を読み、必要な情報
を取り出し、意見を記述する」問題を出題した。

特徴的な問題

・書こうとすることの中心を明確にし、目的に応じて簡単に書い
たり詳しく書いたりすること
［正答率２７．６％、無解答率２２．８％］
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小学校第４学年　算数

【分類・区分別の状況】

児童数 平均正答数 平均正答率(%) ０問 0.7 

高知県 5,174 8.4 / 19 44.2 １問 1.4 

２問 2.7 

正答数分布グラフ（横軸：正答数，縦軸：割合） ３問 4.8 

（％） ４問 6.5 

５問 8.0 

６問 8.4 

７問 9.1 

８問 9.7 

９問 9.6 

１０問 9.4 

１１問 7.7 

１２問 6.8 

１３問 6.3 

１４問 3.9 

１５問 2.5 

１６問 1.4 

１７問 0.7 

１８問 0.3 

１９問 0.1 

　％

　％

　％

正答数

（割合(％)）

学習指導要領の領域・内容

評価の観点

問題形式

0

2

4

6

8

10

12

14

16

18

20

0
問

1
問

2
問

3
問

4
問

5
問

6
問

7
問

8
問

9
問

10
問

11
問

12
問

13
問

14
問

15
問

16
問

17
問

18
問

19
問

46.7 35.0 45.2 46.6

0

20

40

60

80

100

数と計算 量と測定 図形 数量関係

8.5
52.5 45.6

0

20

40

60

80

100

数学的な考え方

40.6
59.6

8.5

0

20

40

60

80

100

選択式 短答式 記述式

v

数量や図形に
ついての技能

数量や図形に
ついての知識・
理解

・変更したグラフの縦軸の目盛りなどを比較し、グラフを作り変
えた点を記述すること
［正答率４．２％、無解答率２０．３％］

　出題の意図
　新学習指導要領において述べられている「二つのグラフを比べ
判断したことをもとにグラフを作り替える」という学習活動に関連さ
せた問題を出題した。

特徴的な問題

10



小学校第５学年　算数

【分類・区分別の状況】

児童数 平均正答数 平均正答率(%) ０問 0.4 

高知県 5,365 9.8 / 19 51.4 １問 1.3 

２問 2.0 

正答数分布グラフ（横軸：正答数，縦軸：割合） ３問 3.4 

（％） ４問 3.8 

５問 4.6 

６問 6.5 

７問 7.3 

８問 7.9 

９問 8.5 

１０問 9.2 

１１問 9.3 

１２問 9.2 

１３問 7.5 

１４問 6.7 

１５問 5.3 

１６問 3.8 

１７問 2.0 

１８問 0.9 

１９問 0.4 

　％

　％

　％

正答数

（割合(％)）

学習指導要領の領域・内容

評価の観点

問題形式

0

2

4

6

8

10

12

14

16

18

20

0
問

1
問

2
問

3
問

4
問

5
問

6
問

7
問

8
問

9
問

10
問

11
問

12
問

13
問

14
問

15
問

16
問

17
問

18
問

19
問

61.1
35.5 41.8

63.5

0

20

40

60

80

100

数と計算 量と測定 図形 数量関係

19.7

55.7 57.8

0

20

40

60

80

100

数学的な考え方

53.7 56.4

19.2
0

20

40

60

80

100

選択式 短答式 記述式

数量や図形に
ついての技能

数量や図形に
ついての知識・
理解

v

　出題の意図
　これまで全国学力・学習状況調査や高知県学力定着状況調
査において課題が見られた、「高さが等しい平行四辺形と三
角形について、底辺と面積の関係を理解する」ことから、その
改善状況をみるために出題した。

特徴的な問題

・台形の中にできる黒い三角形と白い三角形の面積の大きさ
を比較し、大小を判断した理由を記述できること
［正答率８．０％、無解答率４．０％］
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小学校第５学年　理科

【分類・区分別の状況】

児童数 平均正答数 平均正答率(%) ０問 0.1 

高知県 5,369 9.7 / 17 57.1 １問 0.7 

２問 1.3 

正答数分布グラフ（横軸：正答数，縦軸：割合） ３問 2.7 

（％） ４問 3.6 

５問 5.5 

６問 6.2 

７問 8.1 

８問 8.1 

９問 9.7 

１０問 10.7 

１１問 10.0 

１２問 9.1 

１３問 8.3 

１４問 6.9 

１５問 5.0 

１６問 2.8 

１７問 1.3 

　％

　％

　％

正答数

（割合(％)）

学習指導要領の領域・内容

評価の観点

問題形式

0

2

4

6

8

10

12

14

16

18

20

0
問

1
問

2
問

3
問

4
問

5
問

6
問

7
問

8
問

9
問

10
問

11
問

12
問

13
問

14
問

15
問

16
問

17
問

62.8 58.7 66.5
50.4

0

20

40

60

80

100

エネルギー 粒子 生命 地球

59.4 50.8 56.1

0

20

40

60

80

100

科学的な思考・表現 観察・実験の技能

58.3 64.0
36.7

0

20

40

60

80

100

選択式 短答式 記述式

v

・予想が一致した場合に得られる結果を見通して、水の温まり
方についての予想を確かめる実験を構想すること
［正答率５４．６％、無解答率０．９％］

自然事象に
ついての知識・
理解

４

特徴的な問題

　出題の意図
　平成２７年度全国学力・学習状況調査において、「予想が一
致した場合に得られる結果を見通して実験を構想したり、実験
結果を基に自分の考えを改善したりすることに課題がある」こ
とから、その改善状況をみるために出題した。

12



13

＜小学校＞

＜中学校＞

問題解決の過程（例）

自然の事物・現象への働きかけ

↓

問題の設定

↓

予想や仮説の設定

↓

検証方法の立案

↓

観察・実験の実施

↓

結果の整理

↓

考察

↓

結論の導出

探究の過程（例）

自然の事物・現象に対する気付き

↓

課題の設定

↓

仮説の設定

↓

検証計画の立案

↓

観察・実験の実施

↓

結果の処理

↓

考察・推論

↓

表現



中学校第１学年　国語

【分類・区分別の状況】

生徒数 平均正答数 平均正答率(%) ０問 0.1 

高知県 4,275 11.9 / 20 59.5 １問 0.2 

２問 0.6 

正答数分布グラフ（横軸：正答数，縦軸：割合） ３問 0.8 

（％） ４問 1.8 

５問 2.5 

６問 3.1 

７問 4.2 

８問 5.0 

９問 6.4 

１０問 6.9 

１１問 9.0 

１２問 10.5 

１３問 11.6 

１４問 11.4 

１５問 10.2 

１６問 7.9 

１７問 4.4 

１８問 2.5 

１９問 0.9 

２０問 0.1 

　％

　％

　％

正答数

（割合(％)）

学習指導要領の領域・内容

評価の観点

問題形式

0

2

4

6

8

10

12

14

16

18

20

0
問

1
問

2
問

3
問

4
問

5
問

6
問

7
問

8
問

9
問

10
問

11
問

12
問

13
問

14
問

15
問

16
問

17
問

18
問

19
問

20
問

76.1
46.9 45.0

59.8

0

20

40

60

80

100

話すこと・聞くこと 書くこと 読むこと

76.1
46.9 45.0

59.8

0

20

40

60

80

100

話す・聞く能力 書く能力 読む能力

62.9 63.1

29.0

0

20

40

60

80

100

選択式 短答式 記述式

言語についての
知識・理解・技能

伝統的な言語
文化と国語の
特質に関する
　　　事項

v

　出題の意図
　平成２６年度全国学力・学習状況調査において、「作者の意
図､表現の工夫やその効果などについて考えたことを、根拠を
明確にして書くことに課題がある」ことから、その改善状況を
みるために出題した。

特徴的な問題

・文の構成や特徴などについて、自分の考えを根拠を明確
にして書くこと
［正答率１９．１％、無解答率５．５％］
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中学校第２学年　国語

【分類・区分別の状況】

生徒数 平均正答数 平均正答率(%) ０問 0.2 

高知県 4,379 10.6 / 18 59.1 １問 0.4 

２問 0.8 

正答数分布グラフ（横軸：正答数，縦軸：割合） ３問 1.5 

（％） ４問 2.6 

５問 3.9 

６問 5.2 

７問 6.2 

８問 6.6 

９問 8.3 

１０問 9.0 

１１問 11.3 

１２問 10.7 

１３問 10.6 

１４問 8.9 

１５問 6.1 

１６問 4.8 

１７問 2.5 

１８問 0.5 

　％

　％

　％

正答数

（割合(％)）

学習指導要領の領域・内容

評価の観点

問題形式

0

2

4

6

8

10

12

14

16

18

20

0
問

1
問

2
問

3
問

4
問

5
問

6
問

7
問

8
問

9
問

10
問

11
問

12
問

13
問

14
問

15
問

16
問

17
問

18
問

58.5 48.3 59.3 59.5

0

20

40

60

80

100

話すこと・聞くこと 書くこと 読むこと

58.5 48.3 59.3 59.5

0

20

40

60

80

100

話す・聞く能力 書く能力 読む能力

64.2 55.7
39.1

0

20

40

60

80

100

選択式 短答式 記述式

v

　出題の意図
　平成２７年度全国学力・学習状況調査において、「資料の提
示の仕方を工夫し、その方法を説明することに引き続き課題が
ある」ことから、その改善状況をみるために出題した。

伝統的な言語
文化と国語の
特質に関する
　　　事項

言語についての
知識・理解・技能

特徴的な問題

・資料の提示の仕方を工夫し、その理由を具体的に書くこと
［正答率３８．４％、無解答率２３．１％］
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中学校第１学年　社会

【分類・区分別の状況】

生徒数 平均正答数 平均正答率(%) ０問 1.8 

高知県 4,273 6.1 / 19 32.2 １問 4.9 

２問 8.6 

正答数分布グラフ（横軸：正答数，縦軸：割合） ３問 10.6 

（％） ４問 11.8 

５問 11.2 

６問 11.0 

７問 8.9 

８問 7.3 

９問 6.2 

１０問 5.1 

１１問 3.6 

１２問 2.8 

１３問 2.7 

１４問 1.7 

１５問 0.9 

１６問 0.7 

１７問 0.2 

１８問 0.1 

１９問 0.0 

　％

　％

　％

正答数

（割合(％)）

学習指導要領の領域・内容

評価の観点

問題形式

0

2

4

6

8

10

12

14

16

18

20

0
問

1
問

2
問

3
問

4
問

5
問

6
問

7
問

8
問

9
問

10
問

11
問

12
問

13
問

14
問

15
問

16
問

17
問

18
問

19
問

39.5
17.5 22.5 13.30

20

40

60

80

100

歴史のとらえ方 中世の日本

22.5
38.4 32.4

0

20

40

60

80

100

資料活用の技能

49.7
21.8 22.5

0

20

40

60

80

100

選択式 短答式 記述式

v

　出題の意図
　過去の高知県学力定着状況調査において、「資料から情報を
関連付けて書くことに課題がある」ことから、その改善状況をみ
るために出題した。

世界の様々な
　　　地域

　　　社会的な
思考・判断・表現

社会的事象について
　　の知識・理解

古代までの
　　日本

４

特徴的な問題

・アメリカ合衆国の企業が経営している農場の特色について説
明すること
［正答率１５．２％、無解答率２８．１％］
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中学校第２学年　社会

【分類・区分別の状況】

生徒数 平均正答数 平均正答率(%) ０問 0.7 

高知県 4,382 7.8 / 19 40.8 １問 1.8 

２問 4.4 

正答数分布グラフ（横軸：正答数，縦軸：割合） ３問 6.4 

（％） ４問 8.4 

５問 9.0 

６問 9.3 

７問 9.9 

８問 9.4 

９問 9.0 

１０問 7.5 

１１問 6.8 

１２問 5.8 

１３問 4.4 

１４問 3.4 

１５問 2.0 

１６問 1.0 

１７問 0.7 

１８問 0.2 

１９問 0.0 

　％

　％

　％

正答数

（割合(％)）

学習指導要領の領域・内容

評価の観点

問題形式

0

2

4

6

8

10

12

14

16

18

20

0
問

1
問

2
問

3
問

4
問

5
問

6
問

7
問

8
問

9
問

10
問

11
問

12
問

13
問

14
問

15
問

16
問

17
問

18
問

19
問

46.9 46.2 33.8 32.1
0

20

40

60

80

100

近世の日本

24.5
45.3 50.2

0

20

40

60

80

100

資料活用の技能

50.2 46.8

17.4
0

20

40

60

80

100

選択式 短答式 記述式

世界の様々な
　　　地域

近代の日本
　　と世界

日本の様々な
　　　地域

　　　社会的な
思考・判断・表現

社会的事象について
　　の知識・理解

v

　出題の意図
　過去の高知県学力定着状況調査において、「複数の資料を
関連付けて、資料から読み取ったことを基に説明することに課
題がある」ことから、その改善状況をみるために出題した。

２

特徴的な問題

・オーストラリアがアジア諸国と結び付きを強めた理由を説明す
ること［正答率３７．０％、無解答率１４．２％］
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中学校第１学年　数学

【分類・区分別の状況】

生徒数 平均正答数 平均正答率(%) ０問 0.2 

高知県 4,271 10.8 / 20 53.8 １問 1.2 

２問 1.7 

正答数分布グラフ（横軸：正答数，縦軸：割合） ３問 2.6 

（％） ４問 3.5 

５問 4.8 

６問 6.1 

７問 5.2 

８問 6.5 

９問 7.4 

１０問 7.7 

１１問 7.6 

１２問 7.6 

１３問 7.6 

１４問 7.2 

１５問 6.5 

１６問 5.7 

１７問 4.5 

１８問 3.3 

１９問 2.2 

２０問 0.7 

　％

　％

　％

正答数

（割合(％)）

学習指導要領の領域・内容

評価の観点

問題形式

0

2

4

6

8

10

12

14

16

18

20

0
問

1
問

2
問

3
問

4
問

5
問

6
問

7
問

8
問

9
問

10
問

11
問

12
問

13
問

14
問

15
問

16
問

17
問

18
問

19
問

20
問

52.5 62.0 52.0

0

20

40

60

80

100

数と式 図形 関数 資料の活用

31.3
52.3

74.9

0

20

40

60

80

100

数学的な技能

74.6
54.7

31.3

0

20

40

60

80

100

選択式 短答式 記述式

v

　出題の意図
　平成２５年度及び平成２９年度全国学力・学習状況調査にお
いて、「事象と式の対応を的確に捉え、事柄が成り立つ理由を
説明することに引き続き課題がある」ことから、その改善状況を
みるために出題した。

本調査での
出題はあり
ません

数量や図形など
　 についての
　 知識・理解

数学的な見方や
　　　考え方

３

特徴的な問題

・事象と式の対応を的確に捉え、事柄が成り立つ理由を説明す
ること［正答率４８．８％、無解答率１３．５％］
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中学校第２学年　数学

【分類・区分別の状況】

生徒数 平均正答数 平均正答率(%) ０問 1.0 

高知県 4,381 8.7 / 20 43.6 １問 1.9 

２問 4.8 

正答数分布グラフ（横軸：正答数，縦軸：割合） ３問 6.1 

（％） ４問 6.3 

５問 7.2 

６問 7.4 

７問 7.3 

８問 7.8 

９問 7.6 

１０問 7.3 

１１問 6.5 

１２問 6.1 

１３問 6.1 

１４問 5.0 

１５問 4.4 

１６問 3.2 

１７問 2.5 

１８問 1.1 

１９問 0.4 

２０問 0.1 

　％

　％

　％

正答数

（割合(％)）

学習指導要領の領域・内容

評価の観点

問題形式

0
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14

16
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20
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問
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問
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問
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問
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問
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問
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問
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問
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問

14
問

15
問

16
問

17
問

18
問

19
問

20
問

47.3
31.1 44.6 48.0

0

20

40

60

80

100

数と式 図形 関数 資料の活用

27.3
54.9 54.3

0

20

40

60

80

100

数学的な技能

58.1 48.3
21.2

0

20

40

60

80

100

選択式 短答式 記述式

v

数学的な見方や
　　  考え方

数量や図形など
　 についての
　 知識・理解

　出題の意図
　これまでの学力調査等の結果から、「事柄の説明」「方法の説
明」「理由の説明」の数学における３種類の記述式の問題の中
でも特に課題となっている「方法の説明」を記述する問題を、関
数を使って問題解決の方法を見通す場面で出題した。

特徴的な問題

・事象を数学的に解釈し、問題解決の方法を数学的に説明する
こと
［正答率３１．４％、無解答率３０．５％］
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中学校第１学年　理科

【分類・区分別の状況】

生徒数 平均正答数 平均正答率(%) ０問 2.1 

高知県 4,267 6.0 / 20 29.8 １問 5.2 

２問 8.8 

正答数分布グラフ（横軸：正答数，縦軸：割合） ３問 10.8 

（％） ４問 10.9 

５問 11.3 

６問 10.2 

７問 10.3 

８問 7.5 

９問 6.2 

１０問 5.7 

１１問 4.2 

１２問 3.0 

１３問 1.7 

１４問 1.0 

１５問 0.6 

１６問 0.3 

１７問 0.1 

１８問 0.1 

１９問 0.0 

２０問 0.0 

　％

　％

　％

正答数

（割合(％)）

学習指導要領の領域・内容

評価の観点

問題形式

0

2

4

6

8

10

12

14

16

18

20

0
問

1
問

2
問

3
問

4
問

5
問

6
問

7
問

8
問

9
問

10
問

11
問

12
問

13
問

14
問

15
問

16
問

17
問

18
問

19
問

20
問

28.6 19.5
36.4

0

20

40

60

80

100

エネルギー 粒子 生命 地球

本調査での
出題はあり
ません

13.2
40.2 41.9

0

20

40

60

80

100

観察・実験の技能

42.1 37.0 8.0

0

20

40

60

80

100

選択式 短答式 記述式

　自然事象に
ついての知識・
　　　理解

科学的な思考・
　　　表現

v

　出題の意図
　平成２８年度高知県学力定着状況調査において、「資料を読
み取り、分析・解釈したことを説明することに課題が見られた」
ことから、その改善状況をみるために出題した。

特徴的な問題

・種子をつくらない植物の生活場所について、体の特徴を基に
説明すること
［正答率１５．４％、無解答率１３．７％］
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中学校第２学年　理科

【分類・区分別の状況】

生徒数 平均正答数 平均正答率(%) ０問 1.6 

高知県 4,381 8.3 / 20 41.7 １問 3.2 

２問 4.5 

正答数分布グラフ（横軸：正答数，縦軸：割合） ３問 5.6 

（％） ４問 6.5 

５問 7.3 

６問 7.6 

７問 8.2 

８問 8.2 

９問 7.9 

１０問 7.8 

１１問 6.6 

１２問 6.0 

１３問 5.8 

１４問 4.2 

１５問 3.4 

１６問 2.3 

１７問 1.8 

１８問 0.9 

１９問 0.4 

２０問 0.2 

　％

　％

　％

正答数

（割合(％)）

学習指導要領の領域・内容

評価の観点

問題形式

0

2

4

6

8

10

12

14

16

18

20

0
問

1
問

2
問

3
問

4
問

5
問

6
問

7
問

8
問

9
問

10
問

11
問

12
問

13
問

14
問

15
問

16
問

17
問

18
問

19
問

20
問

47.4 40.2 50.8
31.2

0

20

40

60

80

100

エネルギー 粒子 生命 地球

38.6
16.4

51.8

0

20

40

60

80

100

観察・実験の技能

56.8
39.4 31.0

0

20

40

60

80

100

選択式 短答式 記述式

科学的な思考・
　　　表現

　自然事象に
ついての知識・
　　　理解

v

・化学変化について見いだした問題を基に、適切な課題を設定
すること
［正答率４０．９％、無解答率１１．３％］

特徴的な問題

　出題の意図
　平成２７年度全国学力・学習状況調査において、「問題を見い
だし、適切な課題をつくることに課題がある」ことから、その改善
状況をみるために出題した。
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中学校第１学年　外国語(英語)

【分類・区分別の状況】

生徒数 平均正答数 平均正答率(%) ０問 0.1 

高知県 4,270 9.5 / 21 45.2 １問 0.4 

２問 1.5 

正答数分布グラフ（横軸：正答数，縦軸：割合） ３問 3.3 

（％） ４問 6.2 

５問 7.8 

６問 9.3 

７問 9.0 

８問 8.5 

９問 8.1 

１０問 7.6 

１１問 6.6 

１２問 6.3 

１３問 5.7 

１４問 5.1 

１５問 4.4 

１６問 3.7 

１７問 2.4 

１８問 1.6 

１９問 1.5 

２０問 0.8 

２１問 0.2 

　％

　％

　％

正答数

（割合(％)）

学習指導要領の領域・内容

評価の観点

問題形式

0

2

4

6

8

10

12

14

16

18

20

0
問

1
問

2
問

3
問

4
問

5
問

6
問

7
問

8
問

9
問

10
問

11
問

12
問

13
問

14
問

15
問

16
問

17
問

18
問

19
問

20
問

21
問

51.6 48.7
33.0

0

20

40

60

80

100

聞くこと 読むこと 書くこと

17.3

51.5 42.3

0

20

40

60

80

100

外国語表現の能力 外国語理解の能力

50.1 46.6
19.4

0

20

40

60

80

100

選択式 短答式 記述式

言語や文化について
の知識・理解

v

　出題の意図
　過去の高知県学力定着状況調査から課題のあった「書くこと」
の改善状況をみるために出題した。また、４技能のうち 「読むこ
と」を通して得た知識等を「書くこと」と結び付けた問題である。メ
モなどに書かれた内容を捉え、自分の考えや気持ちなどが読み
手に伝わるように、文と文のつながりなどに注意して文章を書く
ことを測っている。

特徴的な問題

・メモを基に、文と文のつながりなどに注意して文章を書くこと
［正答率１９．０％、無解答率１７．１％］
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中学校第２学年　外国語(英語)

【分類・区分別の状況】

生徒数 平均正答数 平均正答率(%) ０問 0.2 

高知県 4,380 9.9 / 20 49.6 １問 0.8 

２問 2.0 

正答数分布グラフ（横軸：正答数，縦軸：割合） ３問 3.9 

（％） ４問 4.2 

５問 5.5 

６問 6.6 

７問 8.1 

８問 7.9 

９問 7.9 

１０問 8.0 

１１問 8.2 

１２問 7.9 

１３問 6.7 

１４問 6.3 

１５問 4.9 

１６問 3.9 

１７問 3.2 

１８問 2.2 

１９問 1.3 

２０問 0.3 

　％

　％

　％

正答数

（割合(％)）

学習指導要領の領域・内容

評価の観点

問題形式

0

2

4

6

8

10

12

14

16

18

20

0
問

1
問

2
問

3
問

4
問

5
問

6
問

7
問

8
問

9
問

10
問

11
問

12
問

13
問

14
問

15
問

16
問

17
問

18
問

19
問

20
問

57.3 53.4
36.7

0

20

40

60

80

100

聞くこと 読むこと 書くこと

15.2

53.0 54.0

0

20

40

60

80

100

外国語表現の能力 外国語理解の能力

55.1 59.4

14.0
0

20

40

60

80

100

選択式 短答式 記述式

言語や文化について
の知識・理解

v

　出題の意図
　新学習指導要領を踏まえ、「日常的な話題について、事実や自分
の考え、気持ちなどを整理し、簡単な語句や文を用いてまとまりの
ある文章を書くことができるようにする」力を測る問題を出題した。

特徴的な問題

・自分の考えや気持ちなどが読み手に正しく伝わるように、文と文
のつながりなどに注意して文章を書くこと
［正答率１７．９％、無解答率１９．７％］
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各学校に送られた調査結果のデータの中の「設問別調査結果」のファイルには、領域や各設問等の

正答率が示されています。また、「設問別（解答類型）調査結果」には、各設問の反応率が示されて

おり、これを見ると、児童生徒がどこでつまずいているのかがわかります。資料を基に要因を探り、

各単元の指導に当たって、どのような改善を図っていくのかを考えることが大切です。

【自校採点マニュアル】

※解答類型別反応率の数値については、「設問別（解答類型）調査結果」より転記しています。

＜分析＞

この設問では、解答類型２が多く、be動詞を使った文構造を正しく捉えているが、対話の前後の文
脈を読み取ったうえで、「No, he is my grandfather.」につながる疑問文の語順に変化させることを理
解していないことが考えられます。また、疑問文を使う必然のある対話の場面の中で、文構造を理解

して活用することが十分でないことも考えられます。

＜改善策＞

正しい語順を用いて文を構成できるようにするためには、例えば、授業では、be動詞を使った文を
疑問文に変形するような文構造を理解させる指導をすることにとどまらず、疑問文に答えたり、答え

から疑問文を推測して文を書くなどの指導が大切です。また、家庭学習においては、身近な話題につ

いて簡単な対話文を作成させたり、意見文や質問文を読んで、自分の意見を英語でまとめさせたりす

る学習を行うなど、授業と家庭学習を結び付けながら、書く活動を充実させることが必要です。

このように、解答類型番号を見ると、「どのように考えたのか」「どのような間違いをしているのか」

の傾向を把握することができます。ただし、解答類型９（上記以外の解答）が多い場合は、実際の解

答用紙を見て、どのような誤答が多いかを確認し、分析していくことが必要になります。分析内容に

ついては、教科内、学校全体で共有したうえで、日々の授業や家庭学習等で「どのように取り組めば

よいのか」、具体的な改善策を組織的に進めていくことが重要です。

９ （１） （注意）・大文字、小文字は問わない。

・綴りの誤りは評価の対象としない。
正答

解答類型別

反応率（％）

１ Is this your father と解答しているもの ◎ 39.3

２ This is your father と解答しているもの 47.4

３ Is your father this と解答しているもの 00.2

９ 上記以外の解答 11.3

０ 無解答 01.8

調査結果の活用 ～解答類型別反応率の分析～

９ 次の対話が成り立つように、［ ］の語を並べかえて、意味のとおる英文を

完成させなさい。ただし、文頭にくる語も小文字にしてあります。

（１）A : This is a picture of my family.
B : ［ this / your / is / father ］？
A : No, he is my grandfather.

＜Is this your father＞の文の構成を理解し、正しい語順に並べて書くことができるかどうか
をみる。

例：中学校第１学年外国語（英語）

課題を解決するためには･･･
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各学校においては、校長や研究主任などのリーダーシップのもと、全教職員の日々の研究・研鑽

により、課題の解決に向けた校内研修や教科会が積極的に進められていることと思います。

各教科等における資質・能力の育成を目指し、「我が校ではこのように取り組む」という方針を

明確にし、全校体制で組織的・協働的に取り組んでいただきたいと考えています。子どもたちに付

けたい力を着実に身に付けさせるために、今後もさらなる授業の工夫・改善を図っていきましょう。

全校体制で授業改善に取り組む

「児童生徒が主体的に考える場面が

あるか」「考えたことを表現・交流す

る場面があるか」など、言語活動のさ

らなる充実に向けて、検討をしておき

ましょう。

各教科等における資質・能力の育成を目指した授業づくり

児童生徒が目的や必要性

を意識して取り組める学

習となるよう、学習課題を

工夫しましょう。

Ｃ

A

Ｄ

P

○ 日々の授業実践

・ 指導方法や学習活動の工夫

・ 学習内容の確実な定着

A

○ 学習指導についての共有化

・ 授業スタンダード

・ ノート指導

・ 家庭学習の指導

○ 日々の授業実践

・ 指導方法や学習活動の工夫

・ 学習内容の確実な定着

○ 校内研修

（研究授業・研究会・教科会等）

・ 「チーム」での指導案の検討

・ 評価問題の検討

検
証
・
改
善

D

C

○ 学力調査等の分析

・ 課題の焦点化

・ 改善策の明確化

○ 指導計画の作成

・ 各教科等における資質・能力の

育成に適した言語活動の設定

・ 弱点領域の指導方法の改善

P


